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本調査研究の目的
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 調査研究の目的

 インターネットビジネスの基礎となるＩＤの機能・活用について、その現状を調査 インタ ネットビジネスの基礎となるＩＤの機能 活用について、その現状を調査

するとともに、円滑にＩＤを連携するための課題を抽出することを目的とする。

 背景 背景

 多くのＩＤが発行され、利用者は不便

（ 人平均 サイトの を保有 そのうち / は余り利用されていない ）（一人平均8.9サイトのＩＤを保有、そのうち1/4は余り利用されていない。）

 事業者としては、自社が発行したＩＤを使い続けてもらいたい。

また、集客力のない事業者は、集客力のある事業者のＩＤを利用し、事業機会を

拡大したい。

⇒ ＩＤを連携したサービスに期待

しかし、利用者特定強度や利用機会により様々なＩＤがあり、事業者の期待、

利用者の要望によりＩＤビジネスは類型化する必要あり。
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ＩＤビジネスの類型化
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ＩＤビジネスの類型 特 徴

利用者の要望、事業者の期待を勘案し、ＩＤ連携の観点からＩＤビジネスを類型化すると、
以下のとおり分類できる。

ジネ の類型 特 徴

①（ＩＤ連携なし） 利用者がサービスごとにそれぞれのＩＤを管理する。

②ポータル型 ある（親）ＩＤが他でもＩＤとして利用できる。

③相互連携型 連携している事業者・サービスであれば、どのＩＤでも他の事業者・サービス
で利用できる。

③-1 事前連携型 事業者間の連携関係があらかじめ定められている。

③-2 オープン（アドホック）連携型 事業者間の連携範囲は定まっているが、直接の連携関係はアドホックに決
まる。

④エージェント型 利用者があらかじめ指定したサービスのＩＤをエージェントが一括して管理
すする。

⑤サーチ型 利用者の要望やステータスに応じて、適切なサービスを提示し、そのサー
ビスを利用するための臨時的なＩＤを発行する（検索サイトのＩＤでサービス
提供サイトにログインできる ）提供サイトにログインできる。）。

⑥コミュニティ型 コミュニティの“友人”など利用者間の信頼関係に基づいてサービスの紹介
が行われ、コミュニティサイトのＩＤやその友人の紹介により発行される臨時
的なＩＤによって連携しているサービス提供サイトへのログインが一時的に
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可能になる。



ＩＤ連携の各類型の特徴
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③ 相互連携型

ＩＤ連携は、類型ごとにメリットや課題があり、それぞれのメリットを生かすとともに、
それぞれの課題を克服して運用することが大切

類 型 ② ポータル型 ④ エージェント型 ⑤ サーチ型 ⑥ コミュニティ型③-1 事前連携型 ③-2 オープン

（アドホック）連携型

具体例（潜在的なものも
含む。）

・ポータルサイト

・電子商取引サイﾄ
（ショッピングモール）

・共通ポイントシステム

・ワンストップサービス

（航空会社＋ホテル）

• （OpenIDによって実装
されるアドホックなID連
携）[注]

オンラインショッピン
グにおける決済代行
サービス

各種検索サービスの
発展型サービス

SNSと外部サービス
との連携サービス

（ショッピングモ ル） （航空会社＋ホテル） 携）[注] サ ビス

Ｉ
Ｄ
連

利用者のメリット 一つのＩＤにより多く
のサービスを利用可

ＩＤ／パスワードの管
理を軽減

連携先を自ら選択 クレジットカードカード
情報を一元管理

ＩＤ／パスワード入力
の煩雑さ解消

分野特化したよい
サービスとの出会
い

ＩＤ発行・認証者の 利用者の利便性を高 利用者の利便性を高めてＩＤの価値向上 利用者の利便性を高 サービス向上により コミュニティサイトの
携
の
メ
リ
ッ
ト

ＩＤ発行 認証者の

メリット

利用者の利便性を高
めて事業拡大

利用者の利便性を高めてＩＤの価値向上 利用者の利便性を高
めてＩＤの価値向上

サ ビス向上により
利用者獲得

コミュニティサイトの
魅力向上

連携事業者の

メリット

集客力のあるポータ
ルサイトと連携して事
業拡大

関連したサービスを提
供して利用者獲得、定
着

必要な情報以外を管理す
る経費を削減

クレジットカード情報
管理のための経費を
削減

検索サイトからの利
用者誘導

特定分野に関心の
ある利用者獲得

利用者に対する信頼確
保・維持

ポータルサイトが主
（連携事業者の審査
あり）

各事業者（相互承認） 各事業者 エージェントサイトが
主

検索結果の影響大 コミュニティサイトが
主

ID連携のための課題 ショッピングモール等 各事業者のブランドの 各事業者間での信頼性 各事業者間の責任 検索能力の向上 コミュニティの維持ID連携のための課題

（運用のポイント）

ショッピングモ ル等
として、一体となった
信頼性の維持

各事業者のブランドの
維持、利用者の相互
誘導

各事業者間での信頼性
の確保

各事業者間の責任
分担

検索能力の向上

各自業者間の責任
分担

コミュニティの維持、
発展
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［注］ OpenIDは、上記のいずれの連携パターンをも実現可能（オープン連携型だけに限らない。）



IICP
Institute for 

Information and Communications PolicyＩＤビジネスの更なる発展に向けて

 政府が取り組むべき方向性  事業者が目指すべき方向性

ＩＤビジネスの更なる発展のためには、関係者が一体となって取り組むことが重要

 政府が取り組むべき方向性

• 各種ガイドライン等を整備し、利用者保護・

事業者支援

 事業者が目指すべき方向性

• サービスや情報管理等への信頼を獲得・維持

利用者の不安と不便を解消したサ ビスの提供事業者支援

• ＩＤ連携関連技術の標準化を支援・促進

• 官民で共用可能なＩＤ基盤の必要性について

• 利用者の不安と不便を解消したサービスの提供

• ＩＤ連携に関する各種データや評価に関する仕組み

の整備• 官民で共用可能なＩＤ基盤の必要性について

検討

• 集客力のある事業者同士の「大きなＩＤ連携」

の整備

• 事業者間の理解関係を克服した「大きなＩＤ連携」

集客力のある事業者同士の 大きなＩＤ連携」

に向けた支援

• ＩＤの不正取得等への対策

 利用者が留意すべき事項

• ＩＤ利用についての知識を身に付け、注意深く利用

• 事業者を評価し、健全な発展に寄与

• 不正行為には荷担しない
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■ IDビジネスの分類① ID連携なし

【参 考】 IICP
Institute for 

Information and Communications Policy

■ IDビジネスの分類① ID連携なし

 利用者がサービスごとにIDを管理（IDの連携は行われない。）

SP1
ID1

SP2

ID2

U

利用者 IDn
…

SPn

サービス提供者
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■ IDビジネスの分類② ポータル型

 ある(親)サイトのIDが、他のＷｅｂサイトでもIDとして利用可
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SP1P

ポータルサイト等

ＩＤ連携全体の
信頼性維持のために尽力

U

SP2

IDP

IDP

IDP …

ポータルサイト等
（ID発行・認証者）

信頼性維持のために尽力

SPn

IDP

…

利用者

サービス提供者

登録

ID連携の関係：P⇔SPi

利用規約等

登録
申込み

利用規約

利
用

場合により
取引履歴等

用
料

連携事業者 利用者取引
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○ アクセス情報



■ IDビジネスの分類③ 相互連携型

 連携している事業者に対して、どのIDも利用可
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SP1 ③-1 事前連携型：事業者間の連携

サービス提供者

U SP2

ID1～n

…

があらかじめ定まっている。

③-２ オープン（アドホック）連携型：
事業者間の連携範囲は定まってい

利用者

ID発行・認証者

ＩＤ発行・認証者が発行した
IDでログイン

SPn

ID連携の関係：SP1～n⇔SP1～n

るが、実際の連携関係は、利用者
の選択によりアドホックに決まる。

登録
申込み個別契約

（非公開）

利用規約等

場合により

利
用
料

連携事業者 利用者取引

場合により
取引履歴等

○ アクセス情報

連携事業者 利用者

利用規約等

信頼性維持は、連携事業者
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信頼性維持は、連携事業者
のためでもあり、自ら尽力



■ IDビジネスの分類④ エージェント型

 利用者があらかじめ指定した事業者のIDをエージェントが一括管理
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SP1

ID

ＩＤ連携全体の

信頼性維持のために

U SP2

IDA

…

A

エージェント利用者

エージェント
（ID発行・認証者）

信頼性維持のために
尽力

SPn

ID連携の関係：U⇔A
サービス提供者

登録
申込み個別契約個別契約

（非公開）

手
数
料

課金

売上等

○ アクセス情報
エージェントが発行した

ＩＤでログイン

連携事業者 利用者
取引

利用規約等
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■ IDビジネスの分類⑤ サーチ型

 利用者の要望やステータスに応じて、適切と考えられるサービスを提案し、
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臨時的なID連携を構築

検索結果がＩＤ連携の
信頼性に大きく影響

U

SP1

SP2S
IDS

tID1

tID2

検索サイト
（ID発行・認証者）

信頼性に大きく影響

SPn

…

検索サイト

tIDn

利用者

サービス提供者
個 契約

ID連携の関係：S⇔SPi
（明示的な連携関係にならない場合も想定される。）

※ ｔID1~n とは、臨時的に発行するID
※ 検索サイトでは 例えば 利用者が発するリクエスト 利用

サ ビス提供者
個別契約
（非公開） 検

索

利
用
料 取引

※ 検索サイトでは、例えば、利用者が発するリクエスト、利用

者のステータス（ポイント、推定される現在の興味、・・・）、

これまでの行動履歴等に基づくレコメンドなどのサービスも

考えられる。

料

○アクセス情報商品等
掲載

連携事業者 利用者
利用規約等
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■ IDビジネスの分類⑥ コミュニティ型

 “友人”等の利用者間の信頼関係に基づき、サービス紹介・臨時的なID連携を実施
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U1 SP1ID11

SP2

…

U2 C

…

tID1m

※

コミュニティサイト
（ID発行・認証者）

ＩＤはコミュニティ形成の
基礎であり コミュニティ

SPn

ID連携の契約関係 C SP

Um コミュニティサイト

※

利用者 サービス提供者個別契約
（非公開）

基礎であり、コミュニティ
維持のために尽力

ID連携の契約関係：C⇔SPi

※ 利用者mは利用者1からサービスの紹介を受

け、コミュニティサイトの運営者から利用者m
のための臨時ID（ｔID1m）が発行される。

利
用
料

○アクセス情報

利用

連携事業者 利用者A

広告掲載

利用者B 紹 利用者A

広告提供者

広告料

利用者B 紹
介
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